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研究成果の概要（和文）：本研究は、国際化が急速に進む地方都市で、日本人英語教師のトランスリンガルアイ
デンティティとその教育的意義を明らかにすることを目的とした。研究対象とした地方都市では、ある国際的な
大学が設立されたことで都市環境が急速に多言語多文化化した。複数言語を柔軟に使用できる当該大学の卒業生
たちへのインタビューを通じて、英語教師になった彼らが、英語を母語としない留学生との交流に際して、言語
の正確性よりも意思疎通を重視していたことが分かった。また、彼らは複数の言語を使いながら複雑なコミュニ
ケーションに対処する実践的な能力を教えたいが、教科書の内容を忠実に教える必要性とのジレンマを感じてい
たことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study employed qualitative data analysis with the aim of illuminating 
the development of translingual identity among Japanese English teachers and its educational 
significance in one of the local cities which experienced rapid multilingualization due to the 
establishment of international university a few years ago. This university’s graduates who became 
English teachers and were proficient in multiple languages placed greater emphasis on effective 
communication rather than grammatical accuracy because most international students are from 
non-English-speaking countries. They desired to teach students practical skills in dealing with 
complex international communication by using multiple languages. However, they also felt struggled 
due to the restrictions of the standard of school education, which required them to teach correct 
English based on textbook contents.

研究分野：社会言語学、応用言語学、英語教育学

キーワード： 英語教育　教師教育　トランスリンガリズム　アイデンティティ　言語教育政策　言語イデオロギー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、母語話者の言語能力を基準とした既存のバイリンガリズムの理論的枠組みを現代社会の
現状に合わせて解釈し直した点にある。国際的には複数言語主義やトランスリンガリズムなど、より雑種的かつ
流動的な人々の言語使用を認識するための議論が活発に行われているが、国内ではまだ十分になされていない。
さらには、国内の「グローバル化」や「国際化」の認識は英語圏の言語や文化に結びつくことが多く、国内で身
近にいる外国から来た人々をうまく取り込めていない。複数言語を使用でき、より国内の国際化の実態に合わせ
て英語を指導できる教員の事例を明らかにすることは、今後の外国語教育や国際化政策に有意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

グローバル化の進展とともに英語の使用の目的は多様化し、言語使用者の母語が英語であるか

どうかに関わらず、さまざまな場面で国際的なコミュニケーションの手段として使用されてい

る。こうした母語話者を前提としない国際的な英語によるコミュニケーションは、既存のバイリ

ンガリズム(Bilingualism)を中心とした理論的枠組みを用いての社会文化的言語行動の解釈を

困難にさせてきた。Bloomfield (1933)のバイリンガリズムの定義によれば、二種類もしくはそ

れ以上の言語を母語話者と同様に使用する能力のことを指し、言語使用は母語話者の言語能力

を基準としたモノリンガルの規範を前提とした共通の均質的な言語学的情報のやり取りとして

説明されている。 

しかし、ポストモダニズム社会における言語使用の本質は、雑種性や流動性を持ち合わせてい

る。言語使用者が持つ意思疎通を図るための言語リソースは必ずしも母語話者と同様の流暢さ

がなくとも使用することができ、さらには読む、聞く、書く、話すのそれぞれの能力について同

じ能力を有しているとも限らない。Canagaraja (2012)はこれをトランスリンガリズム

(Translingualism)と定義し、言語能力は母語話者と同等に扱わないことや、コミュニケーショ

ンが単一言語の範囲内で行われず、コミュニケーションをとる人物が利用可能な多様な言語リ

ソースを方略的に活用し、対話者と意思疎通を図ることだとされている。 

 しかし、一般的に英語や外国語を用いた国際コミュニケーションの中での言語使用は、

Bloomfield のバイリンガリズムの考え方を元に認識されている可能性が高いと考えられる。例

えば、日本の義務教育過程においては、英語以外の外国語を科目として履修することが難しいだ

けでなく、外国語指導助手の出身地についても、徐々に変化してきてはいるものの英語圏の出身

者が依然として多い。「グローバル」「国際」「外国」などはすぐにそうした英語圏の国や文化、

そこに住む人たちを想定する場合が多く（久保田,2018）、学校内において多言語多文化社会にお

ける複雑な言語コミュニケーションの実態に触れることも困難である。英語についても、非母語

話者同士での英語の使用について十分に想定された教育が行われていないことが想定される。

こうしたバイリンガリズムを想定した単一言語のみを規範として扱う枠組みが、社会的価値観

として社会に作用し、言語イデオロギーとして人々の英語教育に対する価値観に影響を与えて

いる可能性がある。 

 

２．研究の目的 

１で述べたように、より社会の多言語多文化化が流動的に起こっている現状に即して外国語と

しての英語を指導するためには、現状 ALT だけではなく日本人英語教員にも重要な役割がある。

したがって、英語だけではなくそれ以外の言語や文化に見識のある日本人英語教員とはどのよ

うな教員であるのか、彼らは複数言語をどのように学習し、それを実際のコミュニケーションの

中で使っているのか、またその経験を英語教育の中で応用するのかをトランスリンガリズムの

枠組みの中で明らかにすることは重要である。 

 また、日本社会における「グローバル」、「国際」などについての認識は狭義的であり、単一言

語主義的である。ネイティブスピーカーを基準とした言語能力の認識やバイリンガリズムの枠

組みが言語イデオロギーとして働き、トランスリンガルな言語使用を制限する可能性もあると

考えられる。したがって本研究では、日本人英語教員のトランスリンガルアイデンティティの確

立過程およびその教育的有用性、さらにはその阻害要因を明らかにすることを目的として設定



した。 

 

３．研究の方法 

３.１ 研究実施場所について 

２で述べた目的に合わせて研究を進めるため、データを収集するために適した場所を設定した。

プライバシーの保護の観点から必要最低限の情報をここに記載するが、データ収集を行なった

場所は、留学生を多く要する大学を持つ地方都市で、この都市に住む市民は日頃からたくさん外

国からの留学生やその大学で働く教職員と日常的に交流する機会がある。この大学で学ぶ留学

生の多くは、英語は母語ではないものの流暢に話すことができ、日本人学生はその留学生たちの

出身国の言語や文化も学びながら主に英語と日本語を使って勉強をしている。そしてこの大学

に通う日本人学生は希望すれば英語の教職科目を履修すると教員免許を取得することができ、

卒業後英語の教員として働いている人もいる。本研究では、トランスリンガルに言語を学習し使

用したことのある日本人英語教員を対象としインタビュー調査を進めるため、この地方都市を

研究実施場所として設定した。 

 

３.２ データ収集分析のデザインについて 

本研究では主に４つの研究設問について答える必要があった。 

１）この地方都市ではどのように多言語多文化化が進み、それが国際コミュニケーションや英

語教育に対する社会的価値観の形成にどう影響を与えているのか。 

２）この地方都市で勉強し英語の教師になった学生は、４年間を通してどのようにトランスリ

ンガルなアイデンティティを形成したのか。 

３）英語の教員になった卒業生は、そのトランスリンガルなアイデンティティを英語教育の中

でどのよう生かしているのか。 

４）トランスリンガルなアイデンティティを教育の中で生かすにあたり、阻害するような要因

はあるのか。 

 

まず、研究設問１に答えるために、本研究の主要な対象である英語教員の他にこの都市の多言語

多文化化のプロセスをよく知る方にインタビューをする必要があった。したがって、この都市で

教育委員会に所属し教育行政に従事する方３名にインタビューを行った。そのうち２名は元中

学校の英語教師で英語教育についての知識を持ち合わせている方々である。この３名には、主に

１）この国際的な大学ができる前と後でどのような変化があったのか、２）都市の多言語多文化

化が学校の英語教育にどのような影響を与えているのかの２点についてインタビューで質問を

した。 

また、大学で行われている英語教育が学校教育に影響がある可能性も考えられたため、大学の

英語プログラムに所属する英語教員にもインタビューを実施した。大学の英語教員については

合計 10 名にインタビューをし、そのうち６名は英語のネイティブスピーカーの教員、残りの４

名については日本人の英語教員である。インタビューでは、主に中学校や高校の英語教員に対し

て大学に入る前にどのような英語教育をしてほしいと考えているのか、日本の学校の英語教育

についてどのように考えているのか、そして ALT としてこの都市で働いた経験のあるネイティ

ブスピーカーの教員にはその経験についても質問した。 

さらには、留学生がこの都市での経験についてどのように感じているのかについてもインタビ

ューすることで、より客観的にこの都市の多言語多文化化について理解することができると考



えたため、４名の留学生で日本人に英語学習をサポートする役割を担っていた卒業生にも話を

聞いた。 

研究設問２に答えるために、この国際的な大学の卒業生約１２名にインタビューを行なった。

１２名の学生は、主に３つのグループに分けることができる。１つ目のグループは、英語以外の

言語を学習使用した経験があり、英語の教職課程を経て英語の教員として働いている卒業生で

ある。２つ目のグループは、英語以外の言語を学習使用した経験があり、英語の教職課程を履修

したが、その後英語の教員にはならなかった卒業生である。最後の３グループ目は、英語以外の

言語を学習し流暢に使用することができるが、英語の教職課程は履修しなかった学生である。そ

れぞれグループ毎に４名ずつインタビューをした。研究設問２に答えることを目的としたイン

タビューでは、特にこの大学での４年間のトランスリンガルな経験について質問をした。どうし

て英語以外の言語を履修したのか、学習するにあたって困難だった点は何か、英語以外に言語が

あることによって良かった経験、もしくは逆に良くなかった経験等について質問した。 

研究設問３、４に答えるために、上記の３つのグループのうち教職課程を履修し、最終的に英

語教員として働いている卒業生に対してインタビューで質問をした。質問内容は、現在行なって

いる英語教育の中で、大学での国際的な経験をどのように生かしているのか、学生たちにどのよ

うな英語力を身につけさせたいのかについてである。また、大学４年間を通して経験した、言語

学習や国際的な経験を学校の英語教育で活かしたいけれども、それがうまくいかない事例につ

いても質問した。 

 どのインタビューについても、実施時間は約 1時間と設定して行なった。使用言語は研究実施

者が理解できる言語であれば話しやすい言語を選択できるようにし、ネイティブスピーカーの

教員と留学生については英語で実施し、その他の日本人については日本語でインタビューを実

施した。本研究実施途中で新型コロナ感染症が急速に広がり、現地に赴いて直接対面でインタビ

ューをすることが難しくなった。そのため、2020 年度から 2021 年度まではオンライン会議シス

テムをうまく活用しながらインタビューを実施した。インタビューは同意を得た上で録音をし、

全て文字起こしをした。文字起こしをしたデータについてはコード化しテーマ分析を行なった。 

 

４．研究成果 

本研究は質的研究のため、グラフや表で示すことが難しい。そのためデータを含めて説明できな

いため、４.１から４.３にそれぞれ主な研究結果を示す。 

 

４.１都市の多言語多文化化と国際コミュニケーションに対する市民の価値観の変化について 

研究対象都市は元々国際観光都市であり、主に東アジアの国からの観光客を受け入れてきた歴

史がある。そのため、日常生活で外国人を目にすることには慣れていた。しかし国際的な大学が

設立されたことをきっかけに、留学生や外国人の教職員が観光ではなく、居住するようになり、

共に暮らすという意識が市民の中に生まれた。例えば、アルバイトをしている留学生とコンビニ

エンスストアで会話をしたり、地域の防災活動に留学生が参加して互いに地域の安全について

議論をしたり、観光客ではなかった言語使用が生まれるようになった。観光客の接客やおもてな

しを目的とした国際コミュニケーションが、より日常生活に関係するものになったことで、より

文化の違いや外国語、特に英語の役割についての価値観が変化していった。 

この価値観の変化は教育現場にも影響を与えた。例えば、この大学の教職員の子供が学校に通

うようになり、両親あるいは父親か母親が外国人であるという生徒の数が増加した。日常生活を

通して異文化を理解しなければならない環境が生まれるようになり、例えば給食で豚肉が宗教



的な理由から食べられない子供がいた時にそれはなぜかを考えさせたり、意図して外国の文化

を紹介する機会等を作らなくとも、日常生活の一場面として国際理解教育をすることができる

ようになった。それに伴って、１で指摘したような「グローバル」「国際」という概念が必ずし

も英語圏を中心とした国や文化に繋がらなくなり、英語についてもネイティブスピーカーを基

準とした英語の習得を目指すのではなく、実際に日常生活でどのようにコミュニケーションを

外国人と取るべきかへ意識がシフトしつつあることがインタビューデータの分析から推察され

た。 

 

４.２学生のトランスリンガルな外国語の使用と言語イデオロギーの影響について 

 大学での留学生と日本人学生の間の国際コミュニケーションも、４.１で触れたような都市の

状況と類似する部分が多い。特に２で指摘したように、留学生は英語を母語としない学生が多い

ため、ネイティブのように文法的に正しい英語を使おうという意識よりも、如何にして意思疎通

を図るかと考えていた卒業生が多くいた。 

 また、国際寮で留学生と共に生活をした経験を持つ卒業生は、親しかった留学生の出身地の言

語を学んでいた。韓国語、インドネシア語、中国語、スペイン語とそれぞれ高いレベルまで習得

している学生も多くいた。留学生と日本人学生の間のコミュニケーションは、それぞれ言語のレ

ベルが異なるため、複数言語を補足的に使いながら意思疎通を図るケースも多くうかがえた。例

えば、韓国語を高いレベルで使用できる学生は、英語と日本語と韓国語をうまく織り交ぜながら

コミュニケーションを行っていた。 

 学生によっては、英語よりもこれらの言語に興味を持っていたため多くの学習時間を確保し

たいと考えていたが、必修の英語科目を多く履修しなければならなかったり、留学の際に韓国に

いくにもかかわらず英語のテストのスコアの提出を求められたりと、英語を中心とした単一言

語主義的なシステムの制限を受けて苦労した経験をインタビューで話した卒業生もいた。 

 

４.３英語教員が持つ国際経験とそこから生まれる英語教育で実施したい希望や願望について 

 ４.２で触れたような国際コミュニケーションの経験がよりトランスリンガルな言語使用者と

してのアイデンティティ構築に影響を与えており、それを英語教育の中でうまく活用したいと

考える卒業生が多くいた。したがって本研究では、アイデンティティの中でも英語教育において

実現したいと思う感情、すなわち願望（Desire）に焦点を当てて分析をした。 

 インタビューに参加した英語教員になった卒業生たちの多くは、インタビューでの会話の中

で文法的な間違いがあったり、発音が拙かったりしても最終的に意思疎通を図ることができる

能力が重要であると考えていた。したがって、ネイティブスピーカーのように英語を流暢に話す

ことや文法的に正しい英語を指導するのではなく、生徒たちが自身が大学で経験したような場

面に遭遇した際に、それをうまく対処できる能力を身につけられるようにしてあげたいと話し

ていた。しかし、学校教育では定期テストや入試で採点する必要があり、「教科書の中で正しい

とされる英語」を教える必要があるため、非常に難しいと考えていた。 
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